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ご挨拶 
２０１５年２月１４日 

   日本での１ヶ月の訪問に感謝 

      チャールズ校長より 

ウムチョムィーザ学園を支えてくださっている皆様に感謝申し上げます。 

１９９２年青年海外協力隊員宍戸なつみさんとルワンダで出会ってからいつの日か日本を

訪ねたいと夢に描いていました。特に２０００年、当学園に子ども達を迎えてからはますます

日本の皆様との交流を望んでいました。今回このような機会を与えていただいたことに感謝

しております。  

 ２０１４年１２月、日本での１ヶ月の訪問で得た心に響いた経験は、これからの私の人生とそ

して当学園のために頂いたように感じました。そこで今回は初めての訪問で感じたおもな出

来事を紹介したいと思います。 

 

１  長い旅に驚きました。朝になり夜になりまた朝になり夜になり、キガリ

空港からドーハ空港で乗り換え孤独なコミュニケーションが取れない旅

で無事日本にたどり着けたのは奇跡のような気がします。飛行機の次

は新幹線で福島に着きましたが、新幹線という乗り物も地上の飛行機

のようなスピードにただただ驚くばかりでした。 

２ 温かく迎えていただいた日本の皆様に感謝します。日本の皆様の助け合う心、ち密な準

備にあふれる愛を感じながら、ぜひこの心をルワンダでも見習おうと思いました。 

３  １９４５年の恐ろしい原子爆弾によって罪のない人々が犠牲になった長崎広島に世界中

の人々が訪れている姿を実際にみて心に響きました。これからもルワンダから平和を語っ

てゆきたいとあらためて誓いました。 

４ 伊達市霊山のお寺や会津の鶴ヶ城等分かち合う信仰やサムライのリーダーシップ、そし

て建造物の技術の素晴らしさなどすべてに高い水準の教育の塊を感じました。 

５ 幼稚園から大学までさまざまな学校を訪問させていただいて、男女平等・礼儀作法・充実

した施設備品・整理整頓・清潔感あふれる教室等教育が学校だけでなく家庭から地域、

そして日本全体のみんなの課題としてとらえられていることに感動しました。 

６ 多様な自然を取り入れ木を利用した住宅地や庭園そして食の豊かさに驚きました。また

お茶の作法にふれ、あふれる優しさ清潔感そして品性の高さすべて素晴らしいと感じまし

た。 

７ ルワンダで出会ったなつかしい人々に日本で再会し、あらためてルワンダの子ども達が

平和を創っていけるような人材に育てたいと誓いを新たにしました。 

 

１２月の寒さの中で過ごしたのは初体験でした。手袋・厚い靴下・セーター

３枚重ね着・・・寒い季節でしたが、多くの心あふれる温かいおもてなしに感謝

感謝感謝です。 

この素晴らしい出会いに、明るい子どもたちの未来のために、争いのないジェノサイドの

ない平和を創り母なる大地を守る教育を続けることをあらためて誓いたいと思います。 

ウムチョ ムゥイーザ通信 No.４０ 
ルワンダ語で「良い文化学園」の意味を表します。 
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